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1 は じ め に

障害型耐冷性の程度を分級する指標として一般的に用い

られているのは不稔 (稔実)歩合である。耐冷性検定は,
通常,冷水あるいは冷温処理することにより,稔実の阻害

される条件下で行われるが,穂ばらみ期耐冷性 (以下,耐冷

性という)の簡便な指標形質として,一般栽培条件下にお

ける綺長の利用について検討した。また,穂ばらみ期に冷

温に遭遇した場合,苅長によりその後の不稔発生程度を推

定できないか検討した。

2試 験 方 法

(D 試験 1 耐冷性と一般栽培条件下の商長との関係
材料は,青森県の品種・系統を中心に耐冷性程度の異な

る材料を供試した。1987年はアキヒカリ級の中生種を23～

24種 , トドロキフセ級の晩生種を18～80種供試した。1988

年はハツコガネ級の極早生種を19種 ,シ モキタ級の早生種

を23種 ,アキヒカリ級の中生種を42種供試した。試験区は,

冷水区として恒温深水圃場 ,普通区として一般栽培条件の

圃場を設けた。冷水区は恒温深水法により品種の耐冷性を

検定するもので,出穂前30日 間の処理水深は25mで ,処理

水温は,1987年が194℃ (中生種)及び192℃ (晩生種),

1988年が189℃ (極早生種),195℃ (早生種)及び200

℃ (中生種)であった。その他の期間は普通の管理を行っ

た。普通区は一般条件での莉長を測定するもので,生育時

の気温は,1987年は穂ばらみ期間が平年並であったが,開

花期はやや低く,中生種に比べ晩生種でやや低かった。19

88年は穂ばらみ期間がやや低温で極早生～早生種では不稔

を生じ,開花期は平年並～やや低日であった。商長の調査

は,出穂始期に各品種 3穂を採取し,FAA(ホ ルマリン・
アルコール・酢酸)液で固定後 ,各穂の上位 2及び3番目

の一次枝梗の基部 2頴花,計 6頴花について万能投影器

(20倍 )で測定した。不稔調査は各品種10穂を採取し行っ

た。

2)試験 2 冷温に遭遇した約長による不稔歩合の推定
材料は耐冷性の基準品種を含む13種 とした。調査に供試

した穂は,一般圃場及び耐冷性検定圃場あるいは人工気象

室処理の材料から,不稔歩合が0～ 100%までに分布するよ

うな株を多数選び,出穂始期に約長調査用 3穂 ,成熟期に

同じ場所から不稔調査用 8～ 10穂を採取した。調査方法は

試験 1を参聰

3 結果及び考察

(1)試験 1 耐冷性と一般栽培条件下の莉長との関係
冷水区の莉長と不稔歩合との関係を図 1及び図3に示し

た。商長は約10～ 20m■ の範囲で品種間差異が認められ

たが,極早生～晩生種を熟期群毎にみると,処理水温の低

いものは約長が短い傾向であり,熟期群別に検討した方が

よいとみられた。綺長と品種の耐冷性程度を示すと考えられ

る不稔歩合との間には,各熟期群で相関係数 r__0579**

～-0842***の 有意な相関関係が認められ,耐冷性の弱い

品種は約が短く不稔歩合が高い傾向であった。

次に,普通区の約長と冷水区の不稔歩合との関係を図 2

及び図 4に示した。普通区の約長は約13～ 26醜の範囲

で品種間差異が認められた。熟期群別にみると穂ばらみ期

間の気温が低い群は商長も短い傾向にあり,熟期群別に検

討した方がよいとみられた。普通区の商長と耐冷性を示す

冷水区の不稔歩合との間には,各熟期群で r=_o461挙*^

-0700***の有意な相関関係が認められた。これらの相関

係数は,実際の耐冷性検定である冷水区の約長と不稔歩合

の相関係数より小さい傾向であった 普通区で同一約長でも

冷水区の不稔歩合の幅が広く,約長は短いが不稔の少ない品

種 ,綺長は長いが不稔の多い品種がみられた。酒米や大粒

種には約長が長い割に耐冷性の弱いものがあった。

以上より,約長の長い品種は耐冷性が強い傾向にあった

が,一般栽培条件下の約長から耐冷性を一律に評価するこ

とはできないとみられた。

C)試験 2 冷温に遭遇した綺長による不稔歩合の推定
品種個々の約長と不稔歩合の関係を表 1に示した。人工気

象室における品種の病長と不稔歩合の関係まr=― o831***

～-0961***と 有意な高い相関関係が認められ 制御された

条件下では約長から不稔歩合がある程度推定できるとみら
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冷 水 区 の 市 長 く‐)

図 1 冷水区の約長と不稔歩合との関係
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図2 普通区の商長と冷水区の不稔歩合との関係
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図4 普通区の満長と冷水区の不稔歩合との関係
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図 3 冷水区の綺長と不稔歩合との関係

表 1 藉長と不稔歩合の相関関係 (1988年 )
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れた。

一般圃場及び耐冷性検定圃場においては,綺長と不稔歩
的 相関係数はr=_0 455nt_0949***と 比較的高いが,
一部の品種では相関が低かった。例えば,極早生～早生種
では穂ばらみ期の冷温により約の伸長は抑制されたが,出
穂期前後の天候が良好であるために稔実が高まった場合 ,

逆に中生種では開花期に天候が不良となって,約長が長い

割に不稔が多く発生した場合等が,相関を低くしたと推定
された。

約長と不稔歩合の回帰直線より,不稔歩合が50%になる

莉長を品種間で比較すると,人工気象室では,中母35・ レ

イメイ<ム ッニシキ・ふ系94号<=ツ ホナミ・ アキヒカリ
の1慣に,圃陽刻牛では,むつはまれ<アキヒカリ・中母%。
ムッニシキ<レイメイ<ム ッホナミ・ふ系94号の1慣に大き
く,アキヒカリとふ系94号が人工気象室と圃場条件で異なっ

ており注目された。

以上より,同一品種について,冷温に遭遇した満長から

不稔歩合を推定することは,温度制御された人工気象室条
件下ではある程度可能である。しかし,圃場条件下では,
不稔歩合が穂ばらみ期のはかに,出穂 。開花期の温度条件
にも影響を受けるため,推定の精度が低下するとみられた。

中 母 35
ふ 系 ,4■
レ イ メ イ
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